地域密着型サービス　運営推進会議（報告書）
開催日時：令和6年9月5日（木）14：00～15:00
施設名　：グループホームさくらんぼ
施設種類：認知症対応型共同生活介護
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	１人
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	１人
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	１人
	出雲市職員
	１人

	その他[施設長・管理者　　２名]
	2人


グループホームさくらんぼについて
（議題）
１．前回の会議[令和　６年７月]以降の入退所状況について
２．最近のグループホームでの状況
３．活動報告
４．会議・訓練
５．ヒヤリ・ハット・事故報告
６．出席者からのご意見 
１グループホームの入退所状況について
　 
・８月２日、要介護①　女性　１名　転倒骨折入院のため退所
・８月３０日、要介護①(変更申請中)　女性　新規１名入所
・待機者　４名　
	入居者
	男女比
	
	要介護度
	
	
	
	
	平均年齢

	
	男性
	女性
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	

	　１８名
	　4名
	１３名
	８名
	５名
	2名
	３名
	０名
	8７歳


２．最近のグループホームでの状況
利用者様、職員ともにコロナ感染や風邪症状なく過ごしています。下肢の痛みから
歩行不安定になられた方がいましたが、内服や湿布等で落ち着いています。
連日の猛暑で散歩等の室外活動は行えず、外食は一部出ましたが、あとは生活上で
の家事活動や室内でのレクリエーションを中心に活動しています。
３．活動報告
7月17日　外食「ばんちょう」(荻杼町)
8月21日　２ユニット合同で運動会
他、前回同様の方１名特例として、1泊２日外泊されてます。
（今後の予定）
ゴビウス個別外出、敬老会を予定しています。今後、気候の良い時期になれば外出支援も徐々に検討していきたいと思います。
４．会議、訓練
・7月18、19日　　認知症研修
・7月8，15日　　高齢者虐待・身体拘束廃止研修
・8月17、26日　　コロナBCP研修訓練（防護服着脱）
５．ヒヤリ・ハット、事故報告
・要介護①　９０歳　女性　８月２日、午前中ホールにてふらつき転倒。
ホールの自席に座る際バランスを崩し右側を下に転倒。病院受診し左大腿部頸部骨折の診断にて入院。転倒前より、認知面低下や排せつ面の失敗等増え、カンファレンス開催し職員全体で日々の変化に注意していたが事故となってしまった。
はっきりとしたふらつきの原因は不明で、転倒直前にも職員が付き添っていたが、支えることができなかった。
・要介護②　９６歳　女性　８月２９日の夜間、居室内ベット介助バー近くで尻も
　ち(右前腕に表皮隔離と内出血班)　転倒後一時的に腰の痛み出現したが、以前からも腰痛あり今回の転倒との関係性ははっきりしていない。現在は、ADL以前と同様で生活上に影響や変化なく過ごされている。
・要介護②　９０歳　女性　８月２４日の早朝、居室前にてしりもち
夜間は眠剤服用されていることから、夜間のみ歩行器使用。転倒時の朝方に歩行器が設置されておらず、居室扉付近でバランスを崩され転倒。
数日後に脇腹から背部にかけて痛み出現。湿布対応しながら経過観察中。現在は、特に朝の起居動作時に痛み訴え強くあり。ただ何度か動作を繰り返すうちに徐々に痛み消失し、日中は自立して歩行器歩行可能状態になり見守り行っている。
６．出席者からのご意見　(事故や下肢筋力の取り組み等)
入院されたケースの転倒事故では、状態の変化に合わせ歩行器使用もされ、注意されていたと思うが起きてしまったことは残念。
ADLの変化もだが、気温や水分量、施設内は常にエアコン管理されている中で、膝等身体の影響もあるかもしれない。
他事業所で運動機材を使用し利用されている利用者さんも、習慣的に取り組まれている。運動した量がわかるよう、身近な地名やシールを用いて目で見えような仕組みつくりもされている。
下肢筋力予防で、自転車やスロープがあり現在も活用習慣となっている。
福祉施設を利用する方の年齢５～１０年前に比べて高くなっている。家庭内でも高齢でも元気に生活されている。
市のお祝い対象者の100歳の方も増えている。
(ご家族様より)
良くしてもらっている。見守りをして頂けいるだけでも安心で心強い。本人も居心地がよくなっていると思う。入所当初から比べると、認知症は進行していて、20年前の話を思い違えて家族に話していたこともある。
本人使用している携帯電話については、難聴で聞こえないため家族からはかけず、受けるだけにしている。維持費もあり本人が使用しているうちは持たせますが・・・。
運転免許証について、元々、仕事は運送業で全国でも表彰されたほどの腕前で免許については誇りを持っている。前回、更新に連れていくと意外にも更新できた。現在は失効しているが本人はまだ知らない。
誇りを傷つけず、それとなく運転は難しく更新できない説明を、主治医の先生から説明してもらえないか。
(施設側)
次回、往診時に主治医の先生から話してもらうよう依頼し、気持ち的なフォローと今後、楽しみが増えるよう支援していきます。
敬老会で、少しのビール提供についてどうか。
(ご家族より)
たくさんでなければ大丈夫でしょうと承諾される。
